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ありだARIDA

さ
あ
始
め
よ
う
！

健
康・元
気
な
自
分
づ
く
り



◆
生
活
習
慣
病
と
は
？

生
活
習
慣
病
と
は
、
長
い
間
の
不

健
康
な
生
活
習
慣
（
食
生
活
・
運
動

不
足
・
不
規
則
な
生
活
・
ス
ト
レ
ス
・

喫
煙
・
飲
酒
等
）
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の
総
称

で
、
主
に
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
、
肥
満
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
怖
い
と
こ
ろ
は
、
初

期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
い
と
こ
ろ
で
、
気
が
つ
い
た
と
き

に
は
症
状
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る

か
、
中
に
は
、
手
遅
れ
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

『
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
下
地
作
り
を
』

身
近
で
病
気
に
な
る
人
が
多
く
な
っ
て
き

た
こ
と
で
、
自
分
の
身
体
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
不
安
で
し
た
。
健
診
で
異
常
が
な
け
れ
ば

安
心
し
た
生
活
が
送
れ
ま
す
し
、
異
常
が
あ
っ

て
も
早
期
発
見
な
ら
、
早
く
治
る
と
思
い
、
受

診
し
ま
し
た
。
今
で
は
毎
年
夫
婦
で
受
診
し

て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
あ
ま
り
自
分
の
体
の
事
を
気
に

し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
受
診
し
た
こ
と
で
健

康
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
野
菜
を
多
く

食
べ
た
り
、
体
も
動
か
す
よ
う
に
心
が
け
た
り

と
、
食
事
や
運
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
対

し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

☆
特
定
健
診
を
受
け
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

　

皆
さ
ん
も
自
分
の
た
め
、ひ
い
て
は
家
族
の

た
め
に
、ぜ
ひ
、特
定
健
診
を
受
診
し
て
、健

康
で
長
生
き
し
、
幸
せ
が
長
続
き
す
る
た
め

の
下
地
作
り
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『
健
診
を
受
け
る
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！
』

趣
味
で
街
道
を
歩
い
て
い
て
、
今
は
東
海

道
、
お
江
戸
日
本
橋
を
目
指
し
て
、
楽
し
く
歩

い
て
い
ま
す
。

色
々
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
健
康
で
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
と
思
い
受

診
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
基
準
よ
り
数
値
が

高
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
自
覚
症
状
が
全

く
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
が
、
特
定
健
診
は
結
果
を
出
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
保
健
師
さ
ん
ら
が
自
分
に
あ
っ
た

健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
保
健

指
導
が
あ
る
の
で
夫
婦
で
利
用
し
、
食
事
や
運

動
に
気
を
つ
け
た
結
果
、
気
に
な
っ
て
い
た
数

値
が
下
が
り
、
心
も
体
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

☆
特
定
健
診
を
受
け
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

　

病
気
が
見
つ
か
る
事
を
恐
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
早
く
発
見
で
き
れ
ば
治
り
や
す
い
で

す
し
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に

も
ぜ
ひ
受
診
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

※
市
内
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

問
・
申　

健
康
課
（
内
線
３
４
３
）

さ
あ
始
め
よ
う
！

見
直
そ
う
！
生
活
習
慣

受
け
よ
う
！
特
定
健
診

本
市
に
お
け
る
死
因
の
約
５
割
の
方
は
生

活
習
慣
病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
は
予
防
で
き
る
病
気

で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、『
自
分
の
体
の
健
康

状
態
を
知
る
』
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
手

段
が
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
に
な
る
前
の
段

階
で
異
常
を
早
期
発
見
し
、
生
活
改
善
な
ど
で

予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。
病

気
の
芽
を
摘
み
取
る
こ
と
で
、
健
康
を
確
実
に

守
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
る
！

特
定
健
診
を
受
け
て
い
つ
ま
で
も
健
康
で

元
気
な
自
分
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
・
元
気
な
自
分
づ
く
り

特定健診  ■対象者／ 40～ 74歳の国保加入者 (受診券が必要 )
 ■自己負担額／無料
 ■内容／問診・診察・身体測定・血圧測定・尿検査・心電図・血液検査
がん検診  ■対象者／満 40歳以上の有田市民
 ■自己負担額／胃がん検診 700円・大腸がん検診 300円・乳がん検診 1,000 円・
 　　　　　　　胸部検診無料・肝炎ウイルス検診無料

宮
みや

井
い

一
かず

彦
ひこ

さん・和
かず

美
み

さん
（千田在住）

脇
わき

村
むら

憲
けん

司
じ

さん・紀
のり

子
こ

さん
（初島町在住）

受けてイキイキ特定健診

健診日 場所 受付時間 内容 申込締切
７/９（水） 糸我公民館

午前８時～９時
特定健診
がん検診

６/25（水）

７/18（金） 山地コミュニティ
センター ７/３（木）

８/５（火） 福祉館なごみ ７/23（水）

集団検診のお知らせ

悪性新生物悪性新生物
（がんなど）（がんなど）
2828..77％％

肺炎肺炎
1616..55％％

その他その他
3030..11％％

心疾患心疾患
（心臓病など）（心臓病など）
1919..33％％

脳血管疾患脳血管疾患
（脳卒中など）（脳卒中など）

55..44％％

有田市の死因別
死亡割合
（平成24年）

5353..44％が％が
生活習慣病生活習慣病

特
定
健
診
受
け
て
い
い
こ
と

こ
こ
が

！

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

病
気
の
芽
を
早
期
発
見
！
自
分

の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

健
康
状
態
を
継
続
し
て
把
握
す

る
こ
と
で
、
健
康
管
理
が
で
き
る
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と

で
医
療
費
を
抑
制
で
き
る
。

特
定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
が
高
い
方
に
は
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
に
よ
る
個
々

に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ここがここがここがここが
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Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

「１００万人とキャッチボール！」を合言葉に野球を通じ
てスポーツ振興をはかる、全国少年少女野球教室が開催
されました。プロ野球選手のＯＢである講師の指導に、
参加者たちは熱心に聞き入っていました。また、同時に
ティーボール教室も開催され、市内保育所・幼稚園から参
加した子どもたちも楽しい時間を過ごしていました。

プロ野球選手を夢見て

５月１日（木）、文化福祉センターにおいて市政功労者
表彰式を開催しました。市政の発展に大きく貢献された
各分野の15名と２団体の方々が特別功労表彰、功労表
彰を受賞されました。人のため、そして有田市のために
善行を積まれ、住みよいまちづくりを担ってこられた
方々に改めて感謝します。受賞おめでとうございます。

市政功労者表彰式

来年和歌山で開催される国体で、有田市が軟式野球の会
場になることに先立ち、今回マツゲン有田球場において
リハーサル大会が行われました。本番さながらに熱い試
合が繰り広げられるなか、来年に向け、選手やボラン
ティアの方々をはじめ、みんなが力を合わせてさらに盛
り上げていこうと、改めて感じる良い機会となりまし
た。

いざ！2015紀の国わかやま国体へ

得生寺において、中将姫の命日とされる５月14日（水）に
来迎会式の二十五菩薩練供養が行われました。この会式
では、二十五菩薩が中将姫を極楽浄土へ導く様子を再現
しており、子どもたちが二十五菩薩にふんして、境内を練
り歩きました。このような会式が子ども中心で行われる
ことは、全国でも珍しく、境内はたくさんの人で賑わいま
した。

子どもたちが導く二十五菩
ぼ

薩
さつ

練供養

昨年夏休みに小･中学校に体力向上啓発ポスターの絵と
標語を募集し、このほどポスターが完成しました。
絵は、現在保田小３年生児

こ

島
じま

愛
あ い

梨
り

さん、標語は保田中３
年生御

み

前
さき

友
と も

美
み

さんの作品が選ばれました。
４月より市関係施設等に掲示しています。

体力は生涯役立つ相棒だ

毎年恒例となっているみかんの花街道ウォークを開催し
たところ、市外、県外から231名と多くの皆さんにご参
加いただき、盛大に開催することができました。大阪府
から来た参加者からは「みかんの花がとても良い香り
で、景色も良く、気持ちの良いコースでよかった。また
抽選も楽しくて、充実した1日を過ごせました」と話し
てくれました。

甘酸っぱい香りを堪能

本市最大のスポーツの祭典「有田市総合スポーツ大会」
が開幕しました。開会式は有田市民体育館で執り行わ
れ、少林寺拳法箕島道院拳友会の神

じん

保
ぼ

拓
た く

海
み

選手から「日
頃の練習の成果を発揮し、正々堂々競技することを誓い
ます」と力強く選手宣誓をしてくれました。
大会は10月にかけて18種目で争われます。

スポーツの祭典が開幕

２
月
17
日(
月)
〜
３
月
14
日(

金)

で

８
地
区
で
行
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
に
お
い
て
、
参
加
い
た
だ
い
た
方
か

ら
の
ご
質
問
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

市
内
の
学
力
の
現
状
は
？

全
国
学
力･

学
習
状
況
調
査
の

国
語
・
算
数
に
つ
い
て
、
小
学

校
６
年
生
は
全
国
・
県
平
均
よ
り
上
で

す
が
、
中
学
3
年
生
に
つ
い
て
は
、
下

の
状
況
で
す
。

た
だ
し
、
中
学
３
年
生
に
つ
い
て

は
、
小
学
６
年
生
の
時
と
比
較
す
る
と

伸
び
率
は
高
い
状
況
で
す
。
学
力
向
上

対
策
に
つ
い
て
は
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ

る
、
新
聞
を
読
む
、
早
寝
・
早
起
き
な

ど
家
庭
で
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
学

力
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う
結
果
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
践
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＱA

Ｑ A&

ま
ち
づ
く
り

懇
談
会

広聴コーナーお
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
26
年
春
の
叙
勲
褒
章
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
次
の
方
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
） 

冨と
み

長な
が 

保や
す

雄お 

氏
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お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
保
育
開
催
中

市
内
の
各
保
育
所
を
開
放
し
て
、ふ
れ
あ
い

保
育
、育
児
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
い
る
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
保
育
所
で
遊
ん
だ
り
お
話
し
た
り
し

て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！

各
保
育
所
で
毎
月
１
回
、
午
前
10
時
〜
11

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方

は
各
保
育
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
午
前
９
時
半
時
点
で
警
報
（
波
浪
警
報
は

除
く
）
が
出
て
い
る
場
合
、
ふ
れ
あ
い
保

育
は
中
止
と
し
ま
す
。

問　

福
祉
課
（
内
線
２
８
５
）

・
第
２
期
（
１
回
接
種
）
で
９
歳
以
上
13
歳

未
満
の
方

・
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１

日
生
で
、
第
１
期
・
２
期
の
接
種
が
終

わ
っ
て
な
い
方

■
接
種
費
用
／
無
料

■
実
施
先
／
市
内
医
療
機
関

（
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82
―
３
２
２
３

有
田
市
全
国
大
会
等
出
場
奨
励
金
制
度

有
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
国
際
大
会
や
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る

市
内
在
住
の
高
校
生
以
下
の
児
童
ま
た
は
生

徒
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
等
へ
の
出
場
決
定
（
出
場
申
込

が
完
了
）
次
第
、
す
ぐ
に
関
係
書
類
を
添
え

て
有
田
市
全
国
大
会
等
出
場
奨
励
金
交
付
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課
（
内
線
５
１
１
）

有
田
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

７
月
６
日
（
日
）
に
有
田
市
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
の
執
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
関
係
者
の
方
々
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
会
議
室
の
関
係
上
、
一
陣
営
に
つ
き
２
名

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
／
６
月
19
日
（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
／
市
役
所
３
階
会
議
室

問　

有
田
市
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
２
４
５
）

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、毎
年

６
月
に『
現
況
届
』を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、養
育
の
状
況
な
ど
、手
当
を

引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す

の
で
、忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
け
れ
ば
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
額

中
学
卒
業
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
上
記
の
児
童
手
当
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

※
第
３
子
以
降
と
は
高

校
卒
業
ま
で
（
18
歳
の

誕
生
日
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
の
養
育

し
て
い
る
児
童
の
う

ち
、
３
番
目
以
降
を
い

い
ま
す

所
得
制
限
限
度
額

所
得
制
限
限
度
額
以

上
の
方
に
つ
い
て
は
、

児
童
１
人
あ
た
り
の

支
給
額
が
月
額
５
，

０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

※
１
名
増
加
す
る
ご
と

に
限
度
額
に
38
万
円
加

算※
扶
養
者
に
老
人
扶
養

の
人
数
を
含
む
場
合

は
、
１
名
に
つ
き
６
万

円
加
算

問　

福
祉
課
（
内
線
２
８
５
）

自
転
車
も
安
全
運
転
！

最
近
、
自
転
車

通
行
の
交
通
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
が
社

会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
安
全
な
自
転

車
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
ル
ー
ル

◯
車
道
左
側
通
行
が
原
則
で
す
。
例
外
的
に

歩
道
を
通
行
す
る
時
は
、
車
道
寄
り
を
徐

行
し
ま
し
ょ
う
。

◯
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
行
は
禁
止
で

す
。

◯
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◯
信
号
は
必
ず
守
り
、
交
差
点
で
の
一
時
停

止
・
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◯
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

問　

防
災
安
全
課
（
内
線
２
１
８
）

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス‒

基
礎
調
査

及
び
平
成
26
年
商
業
統
計
調
査

７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
「
経
済
セ

ン
サ
ス
│
基
礎
調
査
及
び
商
業
統
計
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
産
業

分
野
に
お
け
る
国
の
基
本
的
な
調
査
で
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
や
地
域
、
そ
し
て
日
本
の
こ

れ
か
ら
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
事
業
所
・
企
業
に
は
６
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
１
日
ド
ッ
ク
助
成

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
を
対

象
と
し
た
１
日
ド
ッ
ク
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者

・
本
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

こ
と

・
当
該
年
度
に
他
の
１
日
ド
ッ
ク
助
成
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

・
当
該
年
度
に
法
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
健

診
及
び
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
実
施
す
る
健
康
診
査
を
受
診
し
て

い
な
い
こ
と

▼
助
成
額

一
人
に
つ
き
２
５
，
０
０
０
円
を
限
度
と

し
助
成
し
ま
す
。

※
１
日
ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
と
の
差
額
に
つ
い

て
は
、
受
診
者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
市
立
病
院
で
受
診
す
る
場
合
の
自
己
負
担

額
は
７
，
４
０
０
円
、
桜
ヶ
丘
病
院
で

受
診
す
る
場
合
の
自
己
負
担
額
は
６
，

３
７
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
受
診
申
込

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
健

康
課
窓
口
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
課
（
内
線
２
５
７
）

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

公
的
年
金
の
年
金
額
は
、
平
成
26
年
度

は
、
前
年
度
よ
り
０
．
７
％
引
き
下
げ
と
な

り
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
い
年
金
額
と
な
り
ま
す
の

コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
処
理
容
器
）

貸
与
制
度

家
庭
用
コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
処
理
容

器
）
を
利
用
し
て
、
家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み

の
減
量
と
た
い

肥
と
し
て
の
再

資
源
化
を
図
る

た
め
今
年
度
も

無
償
で
貸
与
し

ま
す
。

申
込
は
、
６
月
10
日
（
火
）
よ
り
生
活
環

境
課
窓
口
で
受
付
し
ま
す
。
ま
た
、
１
年
間

貸
与
条
件
を
履
行
し
た
方
に
譲
与
し
ま
す
。

対
象
者
／
①
市
内
在
住
の
方
②
２
ｍ
四
方
の

土
壌
の
土
地
を
お
持
ち
の
方
③
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

貸
与
期
間
／
１
年
間

数
量
／
20
個　

※
１
世
帯
に
つ
き
１
個

貸
与
条
件
／
①
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用
し
、
生

ご
み
の
減
量
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
②

市
が
実
施
す
る
利
用
状
況
等
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
提
出
。

注
意
事
項
／
①
勝
手
に
処
分
し
な
い
。
②
貸

与
中
に
生
じ
る
必
要
経
費
は
、
貸
与
を
受

け
た
方
が
負
担
す
る
。

※
生
ご
み
処
理
機
の
貸
し
出
し
も
引
き
続
き

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
貸
与
期
間
は
４
ヶ
月
で
す
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
ス
モ
ッ
グ
）

特
別
監
視
実
施
中

【
期
間
／
５
月
７
日（
水
）〜
10
月
３
日（
金
）】

こ
の
期
間
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
ス
モ
ッ
グ
）
が
特
に
発
生
し
や
す
い
た

め
、
監
視
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

周
知
方
法
／
注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
る
と
、

で
６
月
の
支
給
（
４
月
分
・
５
月
分
）
か
ら

改
定
さ
れ
ま
す
。
基
礎
年
金
額
の
改
定
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
老
齢
基
礎
年
金
（
満
額
支
給
の
場
合
）
、

遺
族
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
２
級

平
成
26
年
４
月
〜

７
７
２
，
８
０
０
円

（
３
月
ま
で
７
７
８
，
５
０
０
円
）

◎
障
害
基
礎
年
金
１
級

平
成
26
年
４
月
〜

９
６
６
，
０
０
０
円

（
３
月
ま
で
９
７
３
，
１
０
０
円
）

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が

死
亡
さ
れ
た
と
き

未
支
給
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま

す
。
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
年
金

が
あ
る
と
き
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺

族
の
方
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

添
付
書
類
等

①
年
金
証
書

※
亡
失
の
場
合
添
付
で
き
な
い
理
由
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

請
求
者
の
住
民
票
・
戸
籍
謄
本
（
抄
本
）

③
そ
の
他
認
め
印
・
請
求
者
の
預
金
通
帳

④
世
帯
が
別
の
時
は
生
計
同
一
証
明

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３
―
４
４
７
―
１
６
６
０

　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種

平
成
26
年
度
は
次
の
と
お
り
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

・
第
１
期
（
３
回
接
種
）
で
満
３
歳
以
上
７

歳
６
カ
月
ま
で
の
方

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
／
①
屋
外
で

の
特
に
過
激
な
運
動
は
で
き
る
だ
け
避
け

る
。
②
車
の
使
用
は
で
き
る
だ
け
控
え

る
。
③
目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
、

水
道
水
な
ど
で
洗
眼
・
う
が
い
を
し
、
安

静
に
す
る

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

二
川
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
時
期
と
な
り
、
ダ
ム

か
ら
放
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
サ
イ
レ
ン
ま
た
は
警
報
車
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
河
川
内
に
お
ら
れ
る
方

や
、
置
い
て
い
る
物
件
は
、
早
め
に
安
全
な

場
所
へ
の
避
難
や
、
移
動
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問　

二
川
ダ
ム
管
理
事
務
所℡ 

23
―
０
２
５
１

労
働
保
険
料
申
告
・
納
付
手
続

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

手
続
き
は
、
６
月
２
日
（
月
）
〜
７
月
10
日

（
木
）
ま
で
の
間
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
総
称
し
た
も
の
で
、
労
働
者
が
安
心
し
て

働
く
た
め
の
保
険
で
す
。

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年
度
当
初
に
概

算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
の
当
初
に
確

定
申
告
の
う
え
、
精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
労
働
保
険
料
は
、
最
寄
り
の
銀
行

等
金
融
機
関
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

和
歌
山
労
働
局
総
務
部

℡
０
７
３
│
４
８
８
│
１
１
０
２

情報ありだ 有田市の人口世帯数
（平成 26 年 5 月 1 日現在）

人口 30,459 人（前月比－ 46人）
男 14,472 人　女 15,987 人　世帯数 11,914 戸

有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

平成25年度 人権啓発標語 入選作品 小学生の部 育てよう　やさしさつよさ　おもいやり あいさつは　気持ちをつなぐ　第一歩

内容
６月 ともだち みぃつけた
７月 みんなで 砂あそび
８月 水あそび だ～いすき
９月 ままごと トントン
10月 げんきに ヨーイドン！
11月 クッキング 楽しいな
12月 メリー クリスマス
１月 お正月あそび
２月 ぐるぐる お絵かき
３月 ともだち いっぱい

実施日・場所
場　　所 実施日

箕 島 保 育 所 82-3075 第２火曜日

宮崎町保育所 82-2869 第１水曜日

保 田 保 育 所 82-3969 第２木曜日

宮 原 保 育 所 88-7295 第１木曜日

古江見保育所 83-3298 第２水曜日

糸 我 保 育 所 88-7100 第２火曜日

そとはま保育所 82-2865 第１金曜日

扶養親族の数 所得額
０人 622万円
１人 660万円
２人 698万円
３人 736万円

児童の年齢 一人あたりの月額
３歳未満 15,000 円
３歳以上
小学生未満

10,000 円
（第３子以降は15,000円）

中学生 10,000 円

広報ありだ2014.6広報ありだ2014.6⑦ ⑥



平
成
26
年
度
市
県
民
税（
全
期・第
１
期
）

納
期
限
は
６
月
30
日
（
月
）
で
す
。

市
税
の
納
付
は
安
全
・
安
心
な
口
座

振
替
で

広告

お
知
ら
せ

和
歌
山
県
「
は
か
り
」
定
期
検
査

取
引
（
商
売
）
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か

り
」
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
２
年
に
１

度
、
和
歌
山
県
が
実
施
す
る
検
査
を
必
ず
受
検

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
は
か
り
を
使
用
し

て
い
る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
５
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
か
ら
お
知
ら
せ

果
樹
栽
培
農
家
の
皆
様
が
、
心
を
こ
め
て

作
ら
れ
た
果
実
が
災
害
な
ど
で
減
収
し
た
と

き
、
そ
れ
を
補
て
ん
で
き
る
唯
一
の
制
度
が

果
樹
共
済
で
す
。
果
樹
共
済
は
国
が
実
施
す

る
公
的
保
険
制
度
で
、
掛
金
の
半
額
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

申
込
受
付
／
６
月
30
日
（
月
）
ま
で

問　

和
歌
山
中
部
農
業
共
済
組
合

℡
63
―
５
１
２
１

募　
　

集

有
田
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業参

加
者
募
集

本
市
で
は
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
で
き
る
人
間
性
豊
か
な
青
少
年
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ケ
ア

ン
ズ
へ
の
海
外
派
遣
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
／
８
月
17
日
（
日
）
〜
25
日
（
月
）

募
集
人
員
／
10
名

対
象
者
／
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
中
学
校
へ

通
学
し
て
い
る
中
学
２
年
生

参
加
費
用
／
１
人
10
万
円

※
本
市
の
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
て
い
る

場
合
は
免
除

申
込
方
法
／
①
市

内
中
学
校
へ

在
学
中
の
生
徒

は
、
各
中
学
校

を
通
じ
て
申
込

書
等
を
配
布
・

提
出
と
な
り
ま

す
。
②
市
外
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
生

徒
は
、
６
月
２
日
（
月
）
か
ら
教
育
総
務

課
に
て
申
込
書
等
を
配
布
し
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
期
限
／
６
月
16
日
（
月
）
必
着

問　

教
育
総
務
課
（
内
線
２
９
２
）

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

試
験
区
分
／
事
務･

技
術
・
農
業
土
木
・
林

業
受
験
資
格
／
①
平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の

者
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

申
込
期
間
／
６
月
23
日
（
月
）
〜
26
日
（
木
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
は
７
月
２
日

（
水
）
ま
で

第
１
次
試
験
日
／
９
月
７
日
（
日
）

試
験
地
／
和
歌
山
市
な
ど

問　

人
事
院
近
畿
事
務
局

℡
06
│
４
７
９
６
│
２
１
９
１

平
成
26
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

（
高
卒
者
試
験
）

受
験
資
格
／
①
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

ま
た
は
高
等
学
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
（
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降

に
卒
業
し
た
者
）
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ

る
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
者

■
申
込
期
間
／
６
月
23
日（
月
）〜
26
日（
木
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
は
７
月
２
日

（
水
）
ま
で

第
１
次
試
験
日
／
９
月
７
日
（
日
）

試
験
地
／
和
歌
山
市
な
ど

問　

大
阪
国
税
局

℡
06
│
６
９
４
１
│
５
３
３
１

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
正
規
の
通

信
制
大
学
で
す
。

た
だ
い
ま
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
願
期
間
／
６
月
15
日（
日
）〜
８
月
31
日（
日
）

問　

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
３
│
４
３
１
│
０
３
６
０

イ
ベ
ン
ト

市
立
病
院
第
３
回
市
民
公
開
講
座

感
染
症
は
老
若
男
女
問
わ
ず
起
こ
り
う
る

病
気
で
す
。
予
防
の
基
本
は
正
し
い
「
手
洗

い
」
と
「
情
報
」。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
手

伝
い
し
ま
す
。

開
催
日
時
／
６
月
５
日(

木) 

午
後
６
時
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
／
迫
り
く
る
感
染
症
の
脅
威

│
感
染
症
危
機
管
理
の
重
要
性
と
そ
の
意
義
│

講
師
／
東
北
大
学
大
学
院賀か

来く 

満み
つ

夫お　

教
授

問　

市
立
病
院　

℡
82
│
２
１
５
１

有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
さ
や
き 

発
表
会

広
報
あ
り
だ
を
毎
月
テ
ー
プ
収
録
し
て
く

れ
て
い
る
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
さ

や
き
が
、
日
頃
の
活
動
を
発
表
し
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
22
日
（
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
朗
読
劇
、
広

報
あ
り
だ
テ
ー
プ
収
録
風
景
な
ど

問　

有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
テ
ィ
ア
さ
さ
や
き

中な
か

尾お　

℡
82
│
４
７
１
６

場　所 検査日 時　間

保田公民館 6/18 ㈬ 午前 10時 30分～正午

宮原公民館 6/18 ㈬ 午後１時 30分～３時 30分

箕島漁村
センター 6/19 ㈭ 午前 10時 30分～正午

初島公民館 6/19 ㈭ 午後１時 30分～３時 30分

有田市役所 6/20 ㈮ 午前 10時 30分～正午
午後１時 30分～３時 30分

そうだん（無料） 図書館だより
市民法律相談(電話予約必要)
日時／６月17日(火)・７月15日(火)午後１時～４時30分
場所／市役所３階第１会議室(定員10名)
※弁護士は月替わりとなっています。
問　市民課(内線244)
３者合同相談(行政、人権、心配事・悩み事)
日時／６月12日(木)・７月10日(木)午後１時30分～４時
場所／文化福祉センター
問　行政相談／市民課(内線244)

行政相談員／石
いし

井
い

志
し

通
づ

男
お

氏、吉
よし

川
かわ

かよ子
こ

氏
人権相談／人権室(内線368)
人権相談員／人権擁護委員

心配事・悩み事相談／社会福祉協議会℡88-2750

こころの健康相談(予約制）
日時／６月５日(木)、10日(火)、18日(水)

７月３日(木)、８日(火)、16日(水)
午後１時30分～午後５時

場所／湯浅保健所
問　湯浅保健所℡64-1294
教育相談
日時／毎日(土・日・祝・年末年始を除く) 午前９時～
場所／市役所４階教育委員会
問　教育総務課(内線512)
青少年センター
日時／毎日(土・日・祝・年末年始を除く)

午前８時30分～午後５時15分
場所／青少年センター(文化福祉センター内)
問　青少年センター℡0120-783-782・82-3591
家庭児童相談
日時／月･水･金(祝・年末年始を除く)

午前８時30分～午後５時15分
場所／家庭児童青少年相談室(文化福祉センター内)
問　家庭児童青少年相談室℡82-3711
消費生活相談(専門の相談員による相談)
日時／６月３日(火)、７月１日(火) 午後１時～４時
場所／市役所３階ミーティングルーム
※電話での相談も受付します。また、上記日時以外でも市
職員が相談を受けます(土･日･祝･年末年始除く)｡
午前８時30分～午後５時15分

問　産業振興課℡83-0225

おはなし会おはなし会
日時／６月22日(日)午前10時30分～
場所／図書館えほんのへや
内容／①絵本の読み聞かせ

②かんたん工作「季節のお
りがみで作品を作ろう!!」
あじさいの花をおりがみ
で作ります。

※申込・参加費は不要です

文庫本を購入しました!!文庫本を購入しました!!
旅のお供など、持ち運びがしやすく気軽に読書を楽しむ

ことができる文庫本を購入しました。
今後も増やしていく予定です。どうぞご利用ください。

まんがとイラストの描き方１～５
まんがイラスト研究会／編　ポプラ社

クラブ活動に役立つまんがと
イラストの参考書。顔の描き方、
人物の様々なポーズや背景の描
き方、ストーリーづくりが学べる。

【小学校高学年から】

星の王子さまとめぐる 星ぼしの旅
縣
あがた

　秀
ひで

彦
ひこ

／作　河出書房新社

サン=テグジュペリの「星の王
子さま」といっしょに星ぼしをめぐ
る旅に出かけましょう。
月、金星、火星、星の一生など
を写真とともに紹介します。

【小学校中学年から】

新着図書紹介

６月は『不法就労・不法滞在防止のための活動強化月間』
～和歌山から不法滞在者をなくそう～

６月は環境月間
地球に優しい暮らし方３Ｒ

６月23日～29日男女共同参画週間
R
リデュース

educe ごみを出さない

R
リユース

euse 繰り返し使う

R
リサイクル

ecycle 資源として再利用する

おいしいな
　　だいじなお水
　　　　　ごくごくり

平成 26年度内閣府キャッチフレーズ

情報があれば有田警察署もしくは最寄りの交番、駐在
所まで連絡してください。

通報先／有田警察署 (℡ 83-0110)

６月１日～７日
水道週間 　　　　だ

　　　　　　

有田市検査会場 ･日程
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コ
ス
モ
ス
会

平
成
２
年
結
成
、
会
員
19
名

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
和

歌
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
有
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
表
彰
さ

れ
て
い
る
。

ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

活
動
の
一
つ
ひ
と
つ
が
思
い
出

「
近
所
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
と

あ
る
毎
に
集
ま
っ
て
お
茶
を
し
な
が
ら

談
笑
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
こ
の
出

会
い
も
こ
の
地
域
で
い
て
た
お
か
げ
な

の
で
、
何
か
地
域
貢
献
で
き
な
い
も
の
か

と
い
っ
た
話
に
な
り
、
平
成
２
年
よ
り
資

源
ご
み
回
収
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
」
懐
か
し
む
表
情
で
コ
ス
モ
ス
会
結

成
の
由
来
を
話
す
田
邊
さ
ん
。

結
成
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
資
源

ご
み
回
収
以
外
に
も
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
へ
の
給
食
調
理
サ
ー
ビ
ス
、
近
所
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
集
え
る
い
き
い
き

サ
ロ
ン
な
ど
に
取
り
組
み
、
ま
た
平
成
６

年
に
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
で
開
催

さ
れ
た
世
界
リ
ゾ
ー
ト
博
や
平
成
23
年

田
辺
市
で
開
催
さ
れ
た
第
62
回
全
国
植

樹
祭
に
お
け
る
清
掃
活
動
に
も
取
り
組

ま
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
さ
れ
て

き
た
と
言
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
い

ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ま
せ
て
も

ら
っ
て
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
思
い

出
に
残
っ
て
い
ま
す
」
。

地
域
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

現
在
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
資

源
ご
み
回
収
の
活
動
を
し
て
い
る

コ
ス
モ
ス
会
。
始
め
た
当
初
は
一

軒
一
軒
回
収
に
回
っ
て
い
ま
し
た

が
、
地
道
な
活
動
が
地
域
に
浸
透

し
、
現
在
は
、
近
所
か
ら
持
ち
運

ん
で
く
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
今
の
活
動
も
地
域
の
協
力
が
あ

れ
ば
こ
そ
。
本
当
に
地
域
に
、
み

ん
な
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
資
源
ご
み
回
収
で
得
た

お
金
は
、
地
域
皆
さ
ん
の
お
金
。

少
し
で
も
地
域
の
お
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、

全
て
自
治
会
や
小
・
中
学
校
に
渡

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
ら
れ
る
方
へ
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
の
は

自
分
の
意
志
。
や
る
か
ら
に
は
楽

し
く
充
実
し
た
気
持
ち
が
持
て
る

か
ど
う
か
が
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
や
っ
て
み
る

と
、
周
り
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
声

を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

時
は
本
当
に
う
れ
し
く
、
こ
れ
か
ら
の

生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
何

を
す
る
に
し
て
も
第
１
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
で
次
に
繋
が
り
ま
す
。
共
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
。

コ
ス
モ
ス
会
の
活
動
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
る
時
、
常
に
笑
顔
で
受
け
答
え
を
し

て
く
れ
た
田
邊
さ
ん
。
コ
ス
モ
ス
会
の
皆

さ
ん
も
素
敵
な
笑
顔
で
活
動
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
田
邊
さ
ん
の
笑
顔
を
通
し

て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。（

聞
き
手
吉
野
）

－あなたが見た「まちの誇り」をお聞かせください－
　本市では、意外と知られていない名所や史跡、地道な活動をされている人など、まちの誇りとなりうる情報を募集しています。
■連絡先／〒649-0392 有田市箕島 50 有田市役所秘書広報課℡／0737-83-1111 E-Mail ／ hisho@city.arida.lg.jp

Vol.
４

広告広告

今回紹介するのは、有田の「アジサイ寺」こと、仁
平寺です。境内に約1,000株が植えられているアジサ
イは、５月下旬より咲き始め、毎年６月中旬が見頃で
す。また、この時期には市外、県外から来られる方も
多く、毎年推定8,000人の見物客で賑わいます。
皆さん是非この機会に足を運んで、いろんな色、

形、七変化するアジサイをご覧になりませんか？きっ
とさわやかな気分になりますよ！

有田川

真砂会館

仁平寺

鮎茶屋

しのはら小児科
宮
原
橋

卍
仁平寺糸我町西191
問 市役所産業振興課
℡83-1111（内線275）

─ 仁 平 寺 ─
観光ストリート

創建当時、真
ま

砂
さご

山
や ま

真
ま

砂
さ ご

寺
で ら

と称さ
れ、寺の主要な七つの堂がそろっ
た大きな寺であったと伝えられて
います。その後、真砂寺は焼失し
てしまいますが、仁平年間（1151
～1153年）に再興されます。この
時、朝廷への功が認められ年号
をいただき仁平寺と名乗るように
なったという由来があります。
また、先月号で紹介した中将姫

を保護養育した伊
い

藤
とう

春
は る

時
と き

夫妻がこ
の寺で剃髪出家したと伝えられて
います。

現在、仁平
寺は無住です
が、仁平寺世
話人会の皆さ
んが境内の管
理をしてくれています。
アジサイ以外にも、春は桜、４
月下旬には白藤、秋には萩が咲
き誇り、来る人を魅了します。ま
た、境内入口右手には「仁平松」
と呼ばれる松があり、枝がものす
ごく長く、その長さなんと16ｍに
もなります。

アジサイの名は、アズサイとい
う言葉が変化して生まれたとされ
る説が有力となっています。集ま
るという意味の「あず」、「藍

あい

」
に接頭語の「さ」がついた「さ
藍」から「さい」となり、青い花
が集まって咲くという意味を表し
ています。
アジサイは漢字で「紫陽花」と

表しますが、これは中国の白
はく

楽
ら く

天
て ん

の詩にあった違う植物の「紫陽
花」を当てたという説がありま
す。

仁平寺の由来 アジサイの他にも見頃がいっぱい アジサイの由来

辻
堂
を
拠
点
に
資
源
ご
み
回
収
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、
５
月
１
日
に
は
市
政
功

労
者
表
彰
式
に
お
い
て
善
行
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
コ
ス
モ
ス
会
。

代
表
の
田
邊
さ
ん
に
、
結
成
の
由
来
や
活
動
へ
の
思
い
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

昨年、資源ごみ回収の収益を保田小へ寄付されました。
保田小では図書の充実のために寄付金全額を本の購入に
充てています。

地域愛が活力の源

にん いぺぺ じじ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

コ
ス
モ
ス
会　
　

田た

邊な
べ 

定さ
だ

子こ

さ
ん

代
表
者

市民
アイ
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有
田
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
今
年
で
17
回
目

と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
環
境
美
化
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
美
化
意
識
の
向
上
を
図
り
、
自
分

た
ち
の
住
む
有
田
市
を
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ

う
。今

年
も
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

集
合
場
所
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の
自
治
会

等
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
日
／
７
月
６
日（
日
）
午
前
７
時
〜
小
雨
決
行

※
悪
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
は
放
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

よ
り
良
い
有
田
市
を
め
ざ
し
て

〜
ア
ロ
マ
な
ア
リ
ダ
〜

この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インクを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広
報
あ
り
だ
6
月
号
　
2014

年
６
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
有
田
市
秘
書
広
報
課

〒
649-0392　

和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
50

tel 0737-83-1111　
fax 0737-83-2222

Em
ail 

hisho@
city.arida.lg.jp

U
R
L 

http://w
w
w
.city.arida.lg.jp/

爽
や
か
な
心
地
よ
い
風
が
薫
る
季

節
、
各
地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
花
々

が
咲
き
競
う
か
の
よ
う
に
ま
ち
を
彩

り
、
そ
の
美
し
い
風
景
は
私
た
ち
の

気
持
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

先
月
は
、
除
虫
菊
や
み
か
ん
の
花

が
見
ご
ろ
の
時
期
で
、
わ
が
ま
ち
で
も

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
み
か
ん
の
花
街
道
ウ
ォ
ー
ク
」
で

は
、
参
加
者
２
３
１
名
中
１
８
５
名

の
方
が
市
外
、
県
外
か
ら
お
越
し
い

た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
方
が
有
田
市

の
初
夏
の
花
々
を
満
喫
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
季
節
は
各
種
団
体
の

総
会
な
ど
も
多
い
時
期
で
あ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
も
多
く
、

そ
ん
な
機
会
を
通
じ
て
意
見
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
の
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
公
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
先
月
中
頃
、
東
京
出

張
で
早
朝
か
ら
慌
た
だ
し
く
家
を
出

発
し
、
と
ん
ぼ
返
り
で
帰
宅
し
た
の

は
午
前
０
時
過
ぎ
。
さ
す
が
に
少
し

疲
れ
を
感
じ
な
が
ら
車
を
降
り
た
瞬

間
、
私
を
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
み

か
ん
の
花
の
甘
酸
っ
ぱ
い
、
わ
が
ま
ち

な
ら
で
は
の
初
夏
の
香
り
で
し
た
。

何
と
も
い
え
な
い
心
地
よ
い
こ
の
香

り
に
心
が
和
み
、
安
心
感
を
覚
え
な

が
ら
「
今
日
も
一
日
お
疲
れ
様
」
そ
う

自
分
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ア
ロ
マ
の
精
油
に

み
か
ん
（
ビ
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
）
の
花
か

ら
抽
出
さ
れ
る
香
り
が
あ
り
、
ネ
ロ

リ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
17
世
紀
、
イ

タ
リ
ア
の
小
国
、
ネ
ロ
ー
ラ
公
国
の
マ

リ
ー
・
ア
ン
ヌ
王
妃
が
、
そ
の
フ
ロ
ー

ラ
ル
な
香
り
に
魅
了
さ
れ
て
、
そ
の
精

油
成
分
を
手
袋
に
浸
み
こ
ま
せ
て
使

用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
社
交

界
に
広
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ

の
香
り
を
「
ネ
ロ
リ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
ネ
ロ
リ
は
天
然
の

精
神
安
定
剤
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
心

に
強
く
働
く
香
り
で
、
心
を
安
定
さ

せ
前
向
き
な
状
況
へ
と
力
を
与
え
て

く
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
初
夏
の
わ
が
ま
ち
な
ら
で

は
の
香
り
に
包
ま
れ
、
あ
ら
た
め
て

感
慨
深
く
思
っ
た
の
と
同
時
に
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と

し
て
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

は
…
と
少
し
反
省
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
も
同
じ
で
す
。
自
分

た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
っ
て
当
た
り
前

の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
他
の
ま
ち
の
人

か
ら
す
れ
ば
凄
い
ま
ち
の
特
色
・
強
み

と
思
わ
れ
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
今
一
度
、
意
識
し

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ぁ
と
考
え
さ
せ
て
く

れ
た
み
か
ん
の
花
の
香
り
で
し
た
。

有
田
市
長 

望
月 

良
男

第17回
問 生活環境課(内線229)リ～ン作戦有田川
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